
第２号議案                       

令和８年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

                             

                            自 令和 ８年４月 １日 

                            至 令和 ９年３月３１日 

第２号議案の１  

令和８年度事業計画（案） 

 

近年、世界情勢は大きく変化し、資源価格の不安定化や為替の変動、さらにはデジタル

技術の急速な進展など、社会・経済のあらゆる分野に影響を及ぼしております。建設業界

においても例外ではなく、資材調達の不確実性やコスト構造の変化に加え、ICT施工やAI、

DXの活用といった新たな技術革新への対応が求められる時代となりました。これまでの延

長線上ではない発想と、変化に即応する柔軟な経営判断が、今後の業界の持続的発展を左

右する重要な要素となっています。  

こうした大きな環境変化の中にあっても、地域社会の基盤を支えるという建設業の本質

的な役割は変わることはありません。むしろ、インフラ整備や維持管理の高度化が求めら

れる中で、私たちの果たすべき使命はより一層重要性を増しているといえます。 

その一方で、将来にわたり地域を支える産業であり続けるためには、従来の価値観や慣

習にとらわれず、働く環境や企業の魅力そのものを高めていく視点がこれまで以上に重要

となっております。生産性の向上や業務の効率化はもとより、若い世代にとって希望を持

てる業界像を示し、入職後もやりがいを感じながら成長できる環境を整えていくことが、

今後の建設業の発展に不可欠であります。 

こうした状況を踏まえ、当会では引き続き一般社団法人栃木県建設業協会の事業への協

力を基盤としながら、関東建設青年会議および全国建設青年会議との連携を図り、他地域

の青年経営者との交流や情報共有を通じて、次代を担う経営者としての資質向上に努めて

まいります。 

さらに、本年度も「建FESGO!」をはじめとする事業を通じ、子どもたちや地域の皆様に

建設業の役割や魅力を身近に感じていただける機会を創出し、業界への理解促進と将来の

人材育成につなげてまいります。これらの活動を通じ、会員相互の信頼関係を一層強固な

ものとし、地域に必要とされる建設業のあり方を若手世代から発信してまいります。 

 

 

１．通常総会 令和８年 ６月１５日            於 ホテルニューイタヤ 

 

２．役員会 

第１回 令和８年 ６月 ２日               於 建設産業会館 

第２回 令和８年 ６月１５日           於 ホテルニューイタヤ 

第３回 令和８年 ８月 

   第４回 令和８年１０月 

   第５回 令和８年１２月 

   第６回 令和９年 １月 



 - 
 

３．研修会・講習会 

   第１回経営者講習会 

   第２回経営者講習会 

 

４．意見交換会 

(1) 県土整備部土木事務所次長との意見交換会 

   (2) 自由民主党青年局・青年部との意見交換会 

(3) 北関東三県建設業協会青年経営者との意見交換会 

 

５．各委員会活動 

   (1) 総務企画委員会 

   (2) 社会貢献活動推進委員会（建 FESGO!） 

 

６．担い手確保事業（建 FESGO!） 

 

７．とちけん小町魅力向上委員会に関する事業 

 

８．関東建設青年会議総会等の各種事業への協力、運営 

   

９．北関東三県建設業協会青年経営者等合同会議の円滑な運営、開催 

   

１０．全国建設青年会議全国大会等への協力 

 

１１．一般社団法人栃木県建設業協会の行事・事業への参加、協力 

 

１２．会員親睦事業 

 

１ ３ . その他の事業 
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